ICP質量分析法を用いた微量元素同位体分析に向けたレーザー局所サンプリング法および電気加熱気化法の開発とその宇宙化学物質への応用 by Okabayashi, Satoki
Title
Development of laser micro-sampling and electrothermal
vaporization techniques for ICP-mass spectrometry and its















Development of laser micro-sampling and electrothermal vaporization techniques 





























手法：超純水中に置かれた固体試料（NIST 610, IRMM 014）のLALサンプリングをおこ
ない、得られた懸濁液試料を酸分解した。そして、208Pb/238U (NIST 610)、238U/232Th (NIST 























































Chapter 5 まとめ 
 本研究では、ICP-MSを用いた元素・同位体比分析のための固体試料局所サンプリン
グ法として、LAL法を開発した。LAL法を用いて普通コンドライト中のFe-Niメタル及
びトロイライトのサンプリングをおこない、それらの鉄同位体比を測定した。その結果、
type 4-6の普通コンドライトについては熱変成により鉄同位体比が母天体上で再平衡に
達しているが、type 3についてはFe-Niメタル、トロイライト形成時の鉄同位体比を保持
していることを明らかにした。さらに、ETV-MC-ICPMS法の開発により、W同位体比分
析の感度の向上に成功した。本研究で開発したLAL法及びETV法を組み合わせることに
より、微小試料中の微少量元素の同位体比分析が可能となり、今後、初期太陽系形成過
程を明らかにするための研究がより一層進展することが期待できる。第5章では、博士
論文全体の総括として、開発した分析法の有用性と、それらを隕石に応用した際の新し
い宇宙地球化学的知見をまとめている。 
